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４月の活動報告  ●は本会主催 
 

●養豚部会勉強会「電気料金高騰対策勉強会」 

 （千葉県養豚振興協議会と共催） 

 4/15（金）12：00 成田市「童夢」 

 講師   酪農部会 若月一成様 

      暮らし環境株式会社 門司廣之様 

 情報提供 東京ガス㈱ 天貝 航様、髙橋昭光様 
 

○飼料高騰に対する要請 

 4/15（金）10：00 千葉県庁 

 配合飼料価格が高騰する中、千葉県畜産協会及び畜

産関連団体とともに、元木養鶏部会長が千葉県庁及び

自民党千葉県議会議員会畜産振興議員連盟に支援要

請を行ってきました。 

また、この活動を通じて４月２８日（木）には、知

事との意見交換会が実現しました。 
 

〇試験研究要望課題に係る対応検討会議（畜産総合研

究センター主催） 

4/26（火）13：30  千葉県畜産総合研究センター 

令和４年度千葉県農林水産関係試験研究機関に要

望する研究課題の事前照会が１月にあり、養鶏部会か

らは４題、稲作部会からは１題を要望したところです。 

試験研究機関の担当者との事前協議を経て、「県内

鶏舎の換気システムの吸気構構造に関する調査」及び

「最新クーリングパッドの冷却効果」の２題に集約さ

れ、研究機関としての対応が改めて検討されました。 

「換気システム」については、「研究課題としては

取り組まないが、現地調査や現地へのアドバイス及び

すでにある研究知見により、本年度中の問題解決を目

指して対応する」とされ、「クーリングパッド」につ

いては、「現地を調査して、研究課題として取り組む

べき問題かどうかを精査する」とされました。当協会

としては積極的な協力を行うとし、生産者の要望内容

に対応するよう要請してまいりました。 
 

●鶏卵生産支援事業に係る打合せ 

 4/22（金）10：30 協会事務局 

出席者 

元木養鶏部会長、鈴木養鶏園 田丸絢也様 

畜産課 生産振興班 丸山武則様、野口航平様 
 

５月の予定 
 

●たまごニコニコ大作戦＠千葉に係る知事表敬訪問 

 5/10（火）11：30   
 

〇「アグリサポーターズちば」令和４年度春季総会 

 5/10（火）14：00 千葉県教育会館 
  

●たまごニコニコ大作戦＠千葉 

 5/14（土）10：00 三井アウトレットパーク木更津 

 卵アンケートの実施、卵その他関連商品プレゼント 
 

 

●監査会 

 5/16（月）10：00 協会事務局 
 

●養豚部会 日本政策金融公庫との懇談会 

 5/19（木）千葉市内の予定 

 詳細は後日ご連絡します。 
 

●第１回理事会 

 5/24（火）13：30 協会事務局及び WEB 
 

 

情報提供 

日本政策金融公庫の制度資金利用における新たな要

件の追加について 

【養豚部会・養鶏部会の生産者 様】 

すべての資金借入に際し、飼養衛生管理基準の遵守

が要件となりました（国からの通知）。 

＜ポイント＞ 

１ 家畜保健衛生所（家保）が発行する「飼養衛生管

理基準遵守状況確認書」の提出が必要となります

（すべての農場分）。 

２ 不遵守事項がある場合は、家保の指導の下に作成

した「改善方針」が必要です。 

３ 「確認書」の発行に時間がかかる場合もあるので、

資金利用をお考えになられましたら、お早めに管轄

する家保にご相談ください。 

４ 資金以外にも補助事業や交付金も該当します。 

※ ご不明の点がございましたら、以下までお問合せ

ください。 

日本政策金融公庫千葉支店 

電話０４３－２３８－８５０１ 

千葉県農業協会 

電話０４３－２３９－５０４５ 

 

 


